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研究成果の概要（和文）：[1]英語母語話者の英語における強勢の実現は通説と異なりピッチの利用はほとんど
目立たないのに対し，日本語母語話者のそれは非常に日本語のアクセントに近いピッチパターンを第一強勢音節
に置く.[2]F1(口の開きに対応する音響指標)の利用について，通説では日本語母語話者には困難であるとされて
きたが，少なくとも第一強勢の母音についてはよく実現できている.[3]母音の持続時間長も[2]と同様である.
[4]日本語母語話者は，無強勢音節において英語話者には見られないような母音無声化を頻繁に示す.[5]英語の
レベルにおける相違に関わらず，第二強勢と無強勢音節の区別は日本語母語話者には極めて難しい.

研究成果の概要（英文）：Our research suggests the following: [1] Native speakers of English (AE) in 
our experiments do not use consistent patterns of pitch for stress, while Japanese learners of 
English (JE) tend to put a high-low pitch contour on a stressed syllable, which is quite similar to 
a pitch accent in Japanese. [2] F1 (corresponds to jaw opening) is well utilized for stress 
distinction by JE, which has been denied in the previous research. [3] Vowel duration shows a 
similar tendency as in [2]. [4] JE shows a frequent devoicing of unstressed vowels which is very 
rare in AE's speech. [5] Differences in Enlgish proficiency levels in JE do not affect the proper 
distinction between secondary stressed syllables and unstressed syllables. 

研究分野：音声学・音韻論・認知科学

キーワード： 強勢　ピッチ　母音長　フォルマント　母音無声化

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまであまり指摘されてこなかったような日本語母語話者の英語発音における問題点を明らかにし，英語発音
の改善に資するようなポイントを複数指摘することができた．特に母音の無声化や日本語のようなピッチアクセ
ントを英語の強勢音節に被せて発音することはTOEIC８００点以上のいわゆる英語上級者においても頻繁に見ら
れた．これは母語である日本語のレキシコンおよび音韻体系が外国語学習においても強く影響していることを示
している．一方で，日本語単語の弁別に関する知覚実験において，レキシコンにおける促音や有声性の音韻対立
の影響を調べた．結果の多くは英語母語話者に関する先行研究とは異なり，対立の効果は大きくなかった．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
レキシコンの構造と特性が調音・音響・知覚にどのように関わるか，という問題は，人間の言語
活動にまつわる根本的なものである。中でも近傍(neighborhood)の効果は，心理言語学の中心的
研究課題として様々な知見を生んできている。近傍とはあるターゲット単語に類似する単語の
一群のことである。類似度の測定は様々な方法が可能であるが，Greenberg & Jenkins, (1964)によ
る，一音素のみの入れ替え，添加，削除を許すという近傍の定義がよく用いられている。この近
傍の特性と単語の出現頻度の二つが音声実現の細部に影響を及ぼすことは，既に何度も確かめ
られている。例えば，英語の母音空間は，より密な（所属単語数が多い）近傍を持つ単語である
ほど拡張する(Munson & Solomon, 2004; Scarborough, 2010)。また，無声破裂音の VOT(Voice Onset 
Time: 破裂から発声までの時間)は，有声性において対立する最小対を持つ単語では伸長する
(Baese-Berk & Goldrick, 2009; Goldrick et al., 2013)。 
 ここまでに触れた研究はどれも英語を対象にしている。英語は強勢アクセントを持つ言語で
あり，母音空間，VOT ともに強勢音節では非強勢音節に比べて大きくなるという特質を持つ。
したがって，近傍密度や対立は，いわば強勢の力を借りて音声の実現に際してその姿を表してい
る，と考えることができる。もし，強勢アクセントを持たない言語についても，近傍の持つ効果
が何らかの形で現れるとしたら，レキシコンの構造と特性と音声の関わりという問題について，
より普遍的で強力な洞察を与えることになる。 
 
 
２．研究の目的 
以下の３点をリサーチクエスチョンとして研究の目的を設定した． 
 

(i) レキシコンの構造と特性が調音・音響・知覚にどのように関わり，音声の実現に寄
与しているのか。 

(ii) 強勢アクセントを持たない日本語と，それを持つ英語という両言語を比較すると，
近傍や単語自体の特性の音声実現への関与の仕方にどのような違いがあるのか。 

(iii) 両言語の L2学習者において，レキシコン獲得の進展に伴い，上記(i), (ii)の問いに対
する答えはどのように変化するか。 

 
本研究の目的は，上記の(i)~(iii)に対して，心理言語学・音声学・音韻論の最先端の知見を総合し，
コーパス・データベースによる調査と様々な産出・知覚実験を通じて実証的で明確な結果を求め
ることにある。 
 
３．研究の方法 
 
まず日本語の近傍については Yoneyama (2000)および Kitahara(2001)によってすでにデータベー
スにおける調査が済んでおり，それらを利用して音韻対立や競合関係を数値化した形で実験素
材となる単語リストを得た．天野・近藤(1999)における単語頻度や単語親密度も統制した形で実
験を行い，日本語の促音や有声性について目的の(i)レキシコンの構造と特性がどのように影響し
ているかを明らかにした． 
 一方，英語の近傍の効果についてはすでに先行研究においてかなり綿密な調査結果が得られ
ており，それらを日本語の結果と対照することで目的の(ii)両言語の比較を行った． 
 また目的の(iii)英語学習者におけるレキシコン獲得の進展による変化については，英語学習の
レベルが異なる参加者群(主に TOEIC500点台と 800点台)に対する産出実験を通じて，強勢アク
セントの実現の仕方や，母語の影響の度合いの検証を行った． 
 
 
４．研究成果 
 
(i)については主たる研究成果を当該分野における最も重要な国際学会である International 
Congress of Phonetic Sciences（ICPhS）2019において発表した．その要点は以下の通りである．ま
ず，日本語の促音の対立についての調査では，実在語―実在語のペア（柿―活気），実在語―非
語のペア（滝―たっき），非語―非語のペア（らきーらっき）などを含む単語セットを用い，32
名の日本語母語話者に対して音声産出実験を行った．促音およびその周辺のすべての母音・子音
の長さを計測し，統計的な処理を経て比較した．その結果，促音直前の母音の長さは実在語にお
いてより短いことが分かった．これは英語における同様の実験結果と矛盾せず，レキシコンの特
性は日本語においても音声に影響していることの一端をつかむことができた．しかしながら，そ
れに至るメカニズムにおいて英語と日本語がまったく同じであるという確証はない．英語の場



合においては，母音長の短縮は「慣れ親しんだ単語において縮約(reduction)が起こった」と解釈
されうるが，日本語の促音の直前の母音が選択的に縮約されることの説明にはあてはまるか否
かはさらに追加の実験などによる検討が必要である． 
 同学会においては日本語の有声性の対立についてコーパス調査を行いその成果を報告した．
これは日本語話し言葉コーパス(CSJ)において/k/-/g/が語頭で対立する 7107 例を抽出し，Voice 
Onset Time (VOT)を計測したものである．統計的処理を行うと VOT におけるレキシコンの競合
効果は特に認められず，英語の場合における先行研究とは異なる結果となった．ただし，直前の
閉鎖時間長には単語親密度の効果が若干認められ，親密度が高い単語群は閉鎖時間がより長い
ことがわかった．さらに，母音長は有声部直後であればより長いことが確かめられた．これは調
音的に自然なプロセスであり英語においてもよく観察されている事象であるが，日本語におい
てはさらにレキシコンにおける競合の効果が加わり，有声性の対立を持つ単語においては母音
長が有意に長い． 
 以上を総合すると，研究目的の(i)について新たに発見された事象がいくつかあり，それを(ii)
英語と比較することで，先行研究における知見を補強，あるいは独自の発展を見ることができた． 
  
(iii)についても ICPhS2023 において発表した成果を代表的なものとして報告する．まず，
phótograph-photógraphy-photográphic のように強勢の位置が異なる派生語を合計 83 語選定した．
これによって強勢母音の前後にある子音環境を揃え，母音の長さおよびフォルマントに関わる
妨害要因を排除して，強勢の効果を純粋に測定できる．英語母語話者，英語上級学習者(TOEIC800
点台)，および英語中級学習者(TOEIC 500点台)の３群にこれらの単語を読み上げてもらい，各母
音の時間長，フォルマント，ピッチを測定した．またすでにいくつかの予備実験において母音の
無声化を頻繁に示すことがわかっていたため，無声化率も算出した．その結果，以下のことがわ
かった：[1]英語母語話者の英語における強勢の実現は通説と異なりピッチの利用はほとんど目
立たないのに対し，日本語母語話者のそれは非常に日本語のアクセントに近いピッチパターン
を第一強勢音節に置く.[2]F1(口の開きに対応する音響指標)の利用について，通説では日本語母
語話者には困難であるとされてきたが，少なくとも第一強勢の母音についてはよく実現できて
いる.[3]母音の持続時間長も[2]と同様である.[4]日本語母語話者は，無強勢音節において英語話
者には見られないような母音無声化を頻繁に示す.[5]英語のレベルにおける相違に関わらず，第
二強勢と無強勢音節の区別は日本語母語話者には極めて難しい. 
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